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輝石を尋ねて兵庫縣へ

山　本　一清

　去る十一月一日，自分は兵庫縣野口村小學校の大西氏から手紙を受取つ

ナこ。中には，

「去る十月十八日午後漫画十分頃，臨機の南約五丁の所に砂石が一つ落ち

　ました」云々

ミいふ文句があった．少し通知が逞過ぎるミは思ったが，Eにかく，行っ

て見たいものだε思ひ，同日午後の汽車で西に走った．

　午後三時過ぎ加古川騨に下車，それから牛里の道程を自動車で，野口小

忌校に赴き，校長ミ大西訓導ξに案内されて，同村大前古大内の乾治坤氏

宅を訪れナこ・治坤氏の令妹範子氏が去る十八日の夕暮，門前で心入の朋友

S話しなさしてゐられた時，突然異様な音響がして，門の傍の維木の茂み

へ何ものかが落下しkのであるxSいふ．自分は範子氏に一歳りの記憶を聞

きたゴして見たが，雨女は當時非常な驚きε怖れεを以ってまっしぐらに

家の中へ怠け込んだミいふのであって，其の観察には可なり不完全な馳が

あり，叉，何ものかが落下したεいふ維木の叢は可なり甘くあり，時も日

浸に近づいたので，自分はすぐ競り返す勇氣も無く，あεを校長によろし

く御依頼して一先づ引き上げた一十月十八日のほX“同じ時刻に，大西氏

は自宅の外に立って乾氏の宅の方向に一一一．・L大流星を見たε言って居られるが

之れが果して乾氏譜に落ちたものξ關係があるか否か，多少の異ひがある

但し同夜は珍らしい晴天であった由．

　曹うも此の高石落下事件は，通知が判れたのが大失敗の一つであったや

うに思ふそれに観察者が全くの記入で，輩に驚骸した以外に，ほミんさ

確かな事を豊えてみないのだから残念である．之れも落下のすぐ翌日あた

りならばもつε印象が鮮かで，多少の手がNりを得たかも知れない

　將來，讃者も一股に御注意を望む．


